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序

　京丹後市は「ひと・みず・みどり－歴史と自然が織りなす交流のまち－」のスローガン

に示されるように、豊かな自然とともに数多くの文化財が残されたまちであり、その中で

も５つの国指定史跡をはじめ６,０００ヶ所近くの埋蔵文化財が確認される、京都府でも有数の

遺跡密集地として知られている地域でもあります。

　平成２１年度は、府営ほ場整備事業に伴う松山遺跡の範囲確認のための発掘調査を実施

いたしました。今回の発掘調査の成果は本稿により紹介しておりますが、これまで様相の

不明であった本遺跡の範囲や内容の一端を知ることができました。

　最後になりましたが、発掘調査にあたり、ご指導ご協力いただきました関係機関の方々、

さらに発掘調査に従事していただきました作業員・補助員の方々に厚くお礼申し上げます。

　平成２３年１月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京丹後市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　米　田　敦　弘



例　言

１．本書は、京丹後市教育委員会が平成２１年度に実施した松山遺跡の範囲確認のための発掘調査の報告書である。

２．発掘調査は、京丹後市教育委員会が主体となり、国から国宝重要文化財等保存整備費補助金を、京都府から文

化財緊急保存費補助金の交付を受けて実施した。

３．現地調査は、次の通り実施した。

　第１次調査　平成２１年５月２８日～５月２９日　  調査担当者　横島勝則・岡林峰夫・能勢知生

　第２次調査　平成２１年９月２４日～１０月１６日　  調査担当者　岡林峰夫・能勢知生・橋本勝行

　なお、本発掘調査報告書の作成は、平成２２年度に京丹後市の単費事業として実施した。

４．本書に使用した方位は、第１図を除き磁北で、レベルは絶対高である。

５．調査記録写真の撮影は、キャノンＥＯＳ－５５（カメラ）、キャノンＥＦ５０ｍｍ　１：２.５（レンズ）、ＵＶフィルター

　を使用した白黒フィルム・リバーサルフィルムによる撮影のほか、デジタルカメラによる撮影を行った。なお本

　書掲載の写真図版は、デジタルカメラ撮影によるものを使用している。

６．発掘調査報告書の執筆・編集は岡林・橋本が行った。

７．本書に収録する出土遺物、写真・実測図類の調査記録は、京丹後市教育委員会が保管している。

８．本発掘調査に関しては、多くの方々から指導、助言、協力を得た。記して厚く感謝を申しあげる次第である。

　京都府教育庁指導部文化財保護課、京都府丹後教育局、京都府丹後土地改良事務所、丹後地区森林組合、株式会

社水口組（敬称略）
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第１章　調査に至る経過

　松山遺跡は、京丹後市大宮町森本小字松山・

織戸・宮の奥に所在する散布地である。大宮第三

小学校の南側に位置しており、竹野川左岸段丘上

および竹野川氾濫原に立地する。これまで発掘調

査は行われていなかったが、縄文時代後期の注口

土器（註１）や弥生土器が表採されており、内容は不

明ながら内陸部に位置する縄文～弥生時代の遺跡

として知られていた。

　遺跡周辺は、現在、大宮第三小学校が立地する

箇所を中心に、昭和１４～１５年ころに耕地整理が行

われたという。大宮第三小学校周辺から五輪塔が

出土したことがあったとも伝える。また森本地区

の氏神である大屋神社は、遺跡の奥にのびる小字

宮の奥の谷筋に勧請されたものが、寛文８（１６６８）

年に現在地へ移転したものと伝える。

　今回の調査は、大宮第三小学校南の竹野川左

岸一帯が府営経営体育成基盤整備事業の対象地

となったため実施したものである。事業採択後、

地元から早急な事業実施の要望を受けていたこと

も踏まえ、京都府教育委員会や京都府丹後土地改

良事務所など関係機関との協議の結果、平成２１年

度に遺跡の範囲を確認するための試掘調査を京都

府教育委員会と京丹後市教育委員会が分担して

実施することとなった。

　調査は事業対象地のうち遺跡縁辺部と想定され

る低地部分を京丹後市教育委員会が担当、遺跡中

心部分と見られる段丘状部分を京都府教育委員会

が担当することとしたが、遺跡北側部分の一部に

ついては市教委が調査した箇所がある。

　試掘調査は、事業計画および地元要望を考慮し、

緊急性が高く耕作に影響を及ぼさない箇所を先行

して行い（第１次調査）、田畑の収穫後に再度調

査を実施した（第２次調査）。京都府教育委員会

の試掘調査は、京丹後市教育委員会の調査終了

後に実施された（第３次調査）（註２）。

第１図　調査地位置図（Ｓ＝ 1/2,500）
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第２章　位置と環境

　松山遺跡は、京丹後市大宮町の東部に所在する。

　竹野川は大宮町北東部の金剛童子山系に水源を

持ち、まず木積山山系に沿って南進し、山系南端

で北へ流れを変え北進し日本海に注ぐ。本遺跡は

竹野川が南進する上流地域となる森本地区に位置

しており、竹野川左岸の段丘上に位置する。竹野

川をさらに上流にさかのぼった五十河・新宮・延利・

久住・明田地区を含め、古代から中世には、三重

郷とされる地域である。

　周辺には、丘陵上に多くの古墳群や山城跡が分

布するが、発掘調査が行われたものは少なく、様

相は不明な面が多い。調査地背後の丘陵上には古

墳が見られないが、南方の丘陵上には８９基からな

る星ノ内古墳群が所在する。また遺跡の対岸丘陵

上には、森本大谷古墳群、愛宕神社古墳群、大

谷城古墳群が所在する。これに対して横穴式石室

を埋葬施設とする古墳は数少なく、わずかに遺跡

北側の谷奥に所在する井内谷古墳が知られるにす

ぎない。山城跡については、森本城跡、星ノ内城跡・

星ノ内南城跡・縁多山城跡が点在する。

　一方、平地については、過去の府営ほ場整備事

業に伴い沖田遺跡（註３）や稲荷岡遺跡（註４）の発掘

調査が実施されている。稲荷岡遺跡は、弥生時代

中期後葉の土器を含む流路跡が、沖田遺跡では、

縄文～鎌倉時代の遺物、古墳時代中期後葉の竪

穴住居跡、平安～鎌倉時代の掘立柱建物跡や流

路跡などが見つかっている。ほかに遺跡南側に位

置するマンジョウジ遺跡では、祭祀用のミニチュ

ア土器が表採されている（註５）。

１７７ 愛宕神社古墳群　１７８ 當城古墳群

１７９ 丸谷古墳群　１８１ 星ノ内古墳群

１８２ 宮ノ奥南古墳群　１８３ 宮ノ奥古墳群

１８４ 井内谷古墳　１８５ マンジョウジ遺跡

１８６ 松山遺跡（調査地）

１８７ 沖田遺跡　１８８ 稲荷岡遺跡

１９０ 森本城跡　１９２ 星ノ内城跡

１９７ 入谷城跡　２０７ 縁多山城跡

第２図　周辺遺跡分布図（S=1/25,000）
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第３章　調査の概要

（１）第１次調査

　第１次調査地は、遺跡南側の竹野川氾濫原と思

われる沖積低地と遺跡中心地と見られる河岸段丘

との間に当たる平地であり、調査前の現状は畑また

は原野であった。事前の聞き取りによると、対象地

一帯は全体的に石が多く出るところであるという。

　調査時点では詳細な造成計画が示されていな

かったため、包含層の有無、整地等の状況確認を

目的に実施した。調査は、３×３ｍの試掘グリット

を２箇所（Ｇ１－１・Ｇ１－２）設定し、試掘グリッ

ドの重機掘削を５月２８日に行った。その結果、顕著

な遺構は見られず、翌２９日に重機による埋め戻しを

行い、調査を終了した。調査面積は１８㎡であった。

【Ｇ１－１】　
　調査対象範囲のうち、竹野川に近い側に設定し

たグリッドである。かつては耕作が行われていた

が、現状は草地であった。層序は①暗茶褐色粘質

土（畑耕作土）②黄褐色砂質土（岩多く混じる）

③赤褐色砂質土（岩多く混じる）④灰褐色砂質土

である。灰褐色砂質土上層付近からの湧水のため、

この面以下の調査は実施できなかった。土器等の

出土はなく、遺物包含層は確認できなかった。また、

各層を人力で精査したが、遺構らしきものも確認

できなかった。

【Ｇ１－２】　
　層序は、①暗茶褐色粘質土（畑耕作土）②茶褐色

粘質土→赤色粘質土→淡褐色粘質土→灰褐色粘質

土→黄褐色土（粒混じり）③赤褐色砂質土（岩多く混

じる）④灰褐色砂質土である。②層は、北東から竹

野川の位置する西方向へなだらかに１５～２０°前後

の傾斜をもち堆積していた。自然堆積が残ったも

のと思われる。出土遺物は皆無であった。

（２）第２次調査
　

　第２次調査地は、遺跡東側の段丘上および、

竹野川氾濫原の沖積低地である。段丘上は水田・

畑として用いられているが、丘陵裾の標高が高い

部分は植林が行われている場所もあった。

　調査対象箇所の中には、植林され、下草に笹

が繁茂している場所があったため、平成２１年９

月２４日～２８日にかけて丹後地区森林組合へ委託

し、下草の刈払を行った。６箇所設定した試掘

グリッドは、株式会社水口組より借り上げた重

機により、９月２８日～２９日に掘削を行い、翌３０

日より人力による掘削・精査を開始した。１０月

７日まで図面作成・写真撮影を併行して行い、

９日に機材撤収、１５日に重機による埋め戻しを

行い、調査を終了した。最終的な調査面積は５４

㎡であった。

第３図　第１次調査実測図（S=1/50）

１耕作土

２黄褐色土（岩混じり）
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　なお調査グリッドの掘削深度は、事業計画図

による切土面までとしている。

【Ｇ２－１】　
　丘陵裾付近の調査グリッドである。調査地は、

かつて水田であったと思われるが、近年は植林が

行われていた。地表下約１ｍまでは、現代の区画

整理時の盛土である。その下層には、旧耕作土と

みられる灰褐色粘質土（第９層）が分布する。上

面は水平分布するが、一部盛り上がっており、畦

畔跡の可能性がある。下面は、東から西へ向って

レベルが下っており、旧耕作地が造成された際の

区画境界であった可能性がある。調査は、旧耕作

土（第９層）までを重機掘削した後に、人力で掘削・

精査を行った。

　旧耕作土（第９層）下層は、遺物を包含する暗

灰褐色粘質土（第１１層）と灰褐色～暗灰褐色粘質

土（第１２層）、および遺構面と考えられる硬くしまっ

た暗灰褐色礫混粘質土（第１３層）が見られる。遺

構面（第１１～１３層上面）は、旧耕作地の区画造成

により削平されている。第９層を除去後に精査し

たところ、第１３層を切り込む溝状遺構を確認した。

溝状遺構は、幅０.８～１.１ｍを測り、第１１・１２層を

埋土とする。西側は、遺物包含層（第１４層）が分

布する。遺構面（第１３層）を確認するため北西側

に断割を入れたところ、除々に落ち込み、グリッ

ド北端はさらに深く落ち込むことが判明した。

　出土遺物は、遺構検出に伴う精査時を中心に

土器１１７点があった。須恵器杯身（４）・杯蓋・短

脚高杯脚部や、内面に暗文を有する土師器椀（２）・

丹塗り土師器高杯、内面に段を有する（註６）土師器

甕（３）などが見られる。図化したものは飛鳥時

代の土器を中心とするが、ほかに古墳時代中期と

思われる土師器高杯（１）が見られる。

【Ｇ２－２】　
　Ｇ２－１北側の区画に設定した丘陵裾に近い側

の調査グリッドである。Ｇ２－１と同様に、当初は

耕作地として用いられていたが、近年は植林が行

われていた。

　地表下０.８ｍまでは、現代の区画整理時の盛土

である。その下層には、グリッド西側（川側）を

中心に、それ以前の旧耕作土と考えられる灰褐色

～黄灰褐色土（第６層）が分布する。Ｇ２－１と

同様に、旧耕作地が造成された際の区画境界で

あった可能性が考えられる。グリッド東側（山側）

は、風化花崗岩の岩盤および黄灰褐色礫層が分布

しており、地山と考えられる。調査は、地表下１

ｍまでを重機により掘削した後に、人力で精査を

行った。

　グリッド東側（山側）では、地山を掘り込む形

で黄灰褐色礫混暗灰褐色土を埋土とする溝状遺

構を検出した。溝状遺構は、幅０.３～０.４ｍを測る。

　出土遺物は、遺構検出に伴う精査時に６点の土

器があった。大半は、溝状遺構埋土上面からのも

のであり、奈良時代前葉の須恵器杯身（５）を含む。

【Ｇ２－３】　
　Ｇ１の一段下位の田に設定した。地表下１.２ｍ

までは、現在の区画が整理された時の盛土である。

その下層には、それ以前の旧耕作土（５～７層）

が分布する。第５層の盛り上がりは、旧耕作面に

設けられた畦畔と見られる。その下層にしまりの

ある黄灰褐色礫混土が分布しており、この層が遺

構面と考えられる。調査は、地表下１.３ｍまでを重

機により掘削した後、人力で精査を行った。

　グリッド東側（山側）では、遺構面が検出さ

れ、径０.４ｍを測るピット状の遺構および長辺０.６

ｍ以上×短辺０.６ｍを測る土壙状の遺構を検出し

た。埋土は、暗灰褐色シルト質粘砂混灰褐色礫混

粘質土であり、炭が混じる。土壙状遺構の上面に

は、２５×１５㎝を測る石が１個ある。グリッド西側は、

若干の遺物を包含する第８層が分布する。グリッ

ド南西側に断割を入れて深さを確認したところ、

杭跡およびしまりの良い遺物包含層（第９～１１層）

を確認した。流路跡または落ち込みの肩部を検出

したものと判断した。

　出土遺物は１３０点あるが、いずれも細片である。
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第４図　第２次調査実測図（S=1/50）・出土遺物実測図（S ＝ 1/4）
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【Ｇ２－４】　
　Ｇ２－２の一段下位の田に設定した。地表下０.５

ｍまでを重機掘削した後に、人力で精査を行った。

　地表下０.５ｍまでは、現代の区画整理時の盛土

である。その下層には、それ以前の旧耕作土（第

６層）が分布する。地表下０.７ｍに遺物を若干包

含する褐色粘質土（第７層）が分布するため、グ

リッド南半分を掘削し精査したが、遺構はなかった。

　出土遺物は、表土・褐色粘質土より１２点出土し

たがいずれも細片である。

【Ｇ２－５】　
　Ｇ２－４の一段下側の三角形をした田に設定し

た。地表下０.７ｍまでを重機掘削した後、南壁部

分を重機で断ち割った。

　地表下０.２５ｍまでは、現在の区画に伴う耕作土

（第１層）と床土（第２層）である。その下層に、

それ以前の旧耕作土と考えられる第３層が分布

する。グリッド断面には杭が見られたが、旧耕作

土を切り込んでいるため、旧区画の耕作に伴うも

のと判断した。以下、有機質を含む暗褐色シルト

層（第７層）、明灰褐色～青灰褐色シルト層（第

８層）、黄灰褐色砂礫層（第９層）があるが、出

土遺物は皆無であり、自然堆積と判断した。

【Ｇ２－６】　
　Ｇ２－４・２－５よりさらに一段下った田に設定

した。第１次調査の際に設定したグリッドＧ１－１・

Ｇ１－２と同様に、竹野川の氾濫原と考えられる

場所に位置する。

　地表下０.２ｍまで重機で掘削した後に、人力で

精査を行った。

　層序は、現代の区画整理時の耕作土（第１層）・

床土（第２層）、旧耕作土（第３層）、黄灰褐色砂

礫（第５層）である。第３層と第４層の間に暗灰

褐色土が混じる層（第４層）が見られたため、グ

リッド南半を掘削し、第５層上面にて精査を行っ

たが、遺構は見られなかった。

　出土遺物は、第３層より土器細片が９点出土し

たのみであった。



第４章　まとめ

　平成２１年度に実施した松山遺跡の範囲確認調

査は、遺跡の範囲のうち南側の氾濫原（第１次調

査）と段丘東側（第２次調査）を中心に調査グリッ

ドを設定して実施した。

　第１次調査のＧ１－１・Ｇ１－２は、③層以降

は共通しており、赤褐色砂質土上面が８７ｍ付近

で一定していたが、ともに遺構・遺物は確認でき

なかった。

　第２次調査では、段丘上の山側に近いＧ２－１・

２および一段下ったＧ２－３において遺構を確認

した。Ｇ２－１～３は、いずれも現在の区画が整

理された段階に盛土されており、１ｍ近い盛土

の下層に遺構面が残されていた。遺構面は、現

在の区画以前の旧耕作面の下層に位置している。

遺物包含層や遺構面は、旧耕作面の造成の際に

一部は削平を受けているものの残存していること

が判明した。調査が遺構の確認を目的としたた

め遺構の時期は不明であるが、出土遺物の大半

は古墳時代中期後葉および飛鳥時代のものであ

るため、この時期の所産と推定される。大宮第三

小学校を挟んで北側の沖田遺跡では、古墳時代

中期後葉～後期前葉の竪穴住居跡が検出されて

おり、当該期の集落が展開していることが推定さ

れる。

　京都府教育委員会が平成２１年度に実施した第

３次調査においても、段丘面を中心に遺構・遺物

が確認されている。第１～３次の試掘調査の成果

を総合すると、松山遺跡は段丘面を中心に遺構

が分布することが確認できたといえよう。

　今後の開発に際して注意を要したい。

【引用註】

１『裏陰遺跡発掘調査概報』大宮町教育委員会　１９７９年

２『京都府埋蔵文化財調査報告書（平成２１年度）』京都府

教育委員会　２０１０年

３石尾政信「沖田遺跡第２次発掘調査概要」（『京都府遺跡

調査概報』第９９冊　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究

センター　２００１年）

４『左坂古墳群Ｅ・Ｆ支群･幾坂遺跡Ｂ地点・清漬古墳群 ･

五十河遺跡･新宮遺跡･沖田遺跡』大宮町教育委員会   １９９９

年

５『古代のまつりとくらし』 丹後郷土資料館 １９７９年

６石崎善久「『青野型甕』について」（『京都府埋蔵文化財

論集』第３集　財団法人京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター　１９９６年）



写真図版１

（１）調査地遠景

（２）第１次調査Ｇ１－１調査風景

（４）第１次調査Ｇ１－２重機掘削風景

（３）第１次調査Ｇ１－１調査後全景

（５）第１次調査Ｇ１－２北東側断面



写真図版２

（１）第２次調査Ｇ２－１調査後全景 （２）第２次調査Ｇ２－２調査風景

（３）第２次調査Ｇ２－２調査後全景 （４）第２次調査Ｇ２－３遺構検出状況

（５）第２次調査Ｇ２－３調査後全景 （６）第２次調査Ｇ２－４調査後全景

（７）第２次調査Ｇ２－５調査後全景　 （８）第２次調査Ｇ２－６調査後全景
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松山遺跡

（第１次調査）
散布地 なし なし

松山遺跡

（第２次調査）
散布地 古墳～飛鳥時代

溝状遺構・柱穴状

遺構・土壙状遺構
土師器・須恵器

要　　　約

　これまで縄文時代後期の注口土器や弥生土器が表採されているのみで様相の不明で

あった松山遺跡の範囲確認のための試掘調査を実施した。遺跡範囲のうち南側の氾濫原

（第１次調査）と段丘東側（第２次調査）を中心に調査グリッドを設定した結果、第１次

調査地は遺構・遺物が見られず遺跡の範囲外であること、第２次調査地の段丘面に古

墳～飛鳥時代の遺構・遺物を確認した。京都府教育委員会による第３次調査においても

段丘西側に遺構・遺物が確認されているため、遺跡は段丘面を中心に遺構が分布する

ことが確認できた。
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